













究分野における中心的なテーマの一つである（Dyer, Gregersen and Christensen, 2008）。事
業機会の認識の研究は多岐にわたっているが、その中でも個人の属性や認知のプロセスと
いった起業家の認知から事業機会の認識を探求する研究は多くあげられる（1）。個人の属性
に注目する研究において、起業家の既存知識（Shane, 2000）や認知枠組み（Baron, 2006; 














































（Gaglio and Katz, 2001; Kirzner, 1979）や、既存知識（Shane, 2000; Shepherd and DeTi-
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事業機会をより多く認識できると主張されている（Baron and Ensley, 2006; Ucbasaran, 















でなく、経営学にも幅広く応用されている（Cornelissen and Clarke, 2010; Gavetti, Levin-
thal and Rivkin, 2005; Gavetti and Rivkin, 2005; Grégoire, Barr and Shepherd, 2010; 






















ロセスである（Finke et al., 1992; Martins et al., 2015; Ward, 2004）。結合された概念の数
や結合の手順は一定ではない（Martins et al., 2015; Ward, 2004）。そして、新奇性は概念の
新しさではなく、概念を組み合わせることによって生まれると考えられている。特に、似て

















重要であることを強調している（Csizkzentmihalyi and Getzels, 1971; Runco and Chand, 

























































Cardinal and Glick, 1997）。インタビュー後すぐに事実と印象をインタビュアーでクロス
チェックし、Eisenhardt（1989）のルールに従って、調査ノートを作成した。
　そして、インタビューにおける振り返りのバイアス（retrospective bias）を軽減するため、
先行研究（Graebner, 2009; Jick, 1979; Leonard-Barton, 1990）に従い、工夫をした。例えば、
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せたのと、現在進行形の調査（浜口氏が 2016 年 4 月にリリースした 2つ目の事業）と振り























し（Miles and Huberman, 1994）、導出された命題の論理を追試で確認した（表 3参照）。
───────────
（5） 記録単位というのは「内容をある一定のカテゴリーに分類することによって特徴づけられるような、特








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































るのは個人属性に注目する研究である（Baron and Ensley, 2006; Gaglio, 1997; Gaglio and 
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